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何 事 も 思 い や り を 持 っ て 対 応 し ま す ！

６月『鍼実技研修会』を開催しました
藤和マッサージ町田院主催

6/27月曜、町田市民フォーラム3階和室にて町田院主催の『鍼実技研修会』を開催しました。今回も、前回
に引き続き大野佑介さんが講師役を務め、鍼の実技練習を行いました。研修内容の概要としては、まず『即
刺即抜』という素早く鍼を刺してその後素早く鍼を抜き、次に刺す準備を片手で行う手技の練習を行いま
した。１分間のあいだに何回刺すことができるか・・・、前回より少しずつ参加者の技量もアップしているよう
です。そして、頭皮への鍼を行いました。頭の頂点付近には『百会』という万能ツボがあり、認知症や脳血管
障害の方にも効果があると言われています。
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町田市訪問マッサージ連絡会 第3回技術研修会が開催されました
開催日2016/06/9（木曜） 通常総会終了後の19：30〜21：00
場所 町田市民フォーラム３階和室

内容

（初回体験想定での）模擬患者の問診・触診・目標設定・プログラム作成を参加
者で行う研修を行いました。連絡会で以前作成した評価表を使いながら、参加
者がどのように目標・プログラムを作成したかをお互いプレゼンし合いました。

町田市訪問マッサージ連絡会

同業他社が集まり、第3回技術研修会が開催されました

☆ちょこっと養生コラム☆

第２回になりました！町田院の施術者が健康維持に関して
勝手に語るコラム、今回の担当は、最近お腹回りが気にな
り始めた村山直樹君です。

焼き梅干しと小豆スープで楽痩せダイエット！

こんにちは、最近自分の服がどんどん小さくなっているように感じている村山直樹です。ええ、決して僕のお腹が膨
らんでいる訳ではありません・・・と、現実逃避をしていたいところですが、実際はそうもいきません。肥満になってし
まうと心臓病や無呼吸症候群、生活習慣病になるリスクが高まってしまいます。そこで、どうにか楽に痩せる方法は
無いものかと悩んでいたところ、夕食時のテレビでピッタリな方法を放送していたので試してみることにしました！

用意するものは簡単で、レンジで加熱した梅干しと、小豆とお湯を魔法瓶に入れて一晩寝かしたものです。梅干し
は１日３個、小豆スープは毎食３０分前に飲みます。たったこれだけ！本当に効果があるのか検証開始です。
体重を量るのは毎朝起床後すぐ、僕の今の体重は６２．４キロ、目標はひと月以内に５０キロ台に設定します。

開始から１週間、体重は６２キロジャスト。まぁ特に他に何もしてないのでこんなものでしょうか。誤差の範囲にも思
えますが、とりあえずは続けていこうと思います。
開始から２週間、体重は６１．８キロ。うーん、減ってはきているのですが、なんだかじれったい。

やっぱり身体を動かすのが１番！

じれったくなった僕は、夜にジョギングを始めてしまいました。そうすると体重はみるみる落ちていき、開始から１ヶ月
たった今は５９．２キロ！目標値に達することが出来ました！理想である５７キロには届きませんでしたが、減量自
体はある程度の成果をあげることができました。結論、世の中にはいろんなダイエット法が出回っていますが、やは
り身体を動かすのが１番のようです。

今回のコラムはあまり参考にはできないかもしれませんが、食生活の改善と自分のペースに合った適度な運動に
勝るダイエットはほぼ無いと実感した１ヶ月になりました。

※現在のお腹は本人を見かけた時に声をかけて下さい！👉



◎医療・介護関連ニュース◎

無料体験マッサージ、いつでもお気軽にどうぞ

【医療保険適応 訪問マッサージ・はりきゅう】発行元

ジーマミ豆腐でアレルギー…沖縄観光客、呼吸困難などの重症
（ 2016年6月27日読売新聞）

相模原院☎042-855-0420  相模原市南区南台4-13-23-1階

町田院 ☎042-851-7528 町田市森野4‐17‐23-2階-B

海老名院☎046-204-5482 海老名市中央3-3-13-202

と う わ

介護保険料など減額遡及期間、9割が不適正- 総務省の市町村調査
で判明 （2016年6月27日医療介護CBニュース）

介護保険料をさかのぼって減額できる期間について、総務省が調査した自治体の9割が、地方税法の規定（5
年以内）よりも短い2年分と解釈して処理を行っていたことが分かった。国民健康保険と後期高齢者医療の保険
料も不適正な処理があることが判明。5年分が還付対象となる自治体に比べ、期間の短い自治体では保険料
の還付金額が少なくなる“不平等”が生じている。総務省は適正に還付される必要があるとし、厚生労働省に必
要な措置の検討を行うよう求めている。

沖縄県の郷土料理「ジーマミ豆腐」を食べ、ピーナツアレルギーを起こす観光客が相次いでいる。この豆腐料
理の原材料がピーナツだとは知らず、アレルギーを発症して緊急受診した観光客は、昨年までの５年半で少な
くとも１８人。うち６人は呼吸困難などの重症だった。調査した那覇市立病院の医師は、観光客に注意を呼びか
けている。
２０１０年４月～１５年９月に同病院の救急外来を受診した人のうち、食事後１時間以内にアレルギーを発症
した観光客７５人のカルテを解析。原因が特定できた４３人中、ピーナツは最多の２０人で、１８人がジーマミ豆
腐を食べていた。このうち１５人は、自分のピーナツアレルギーを自覚していた。

「ジーマミ」は沖縄方言でピーナツの意味。調査した同病院小児科の新垣洋平医師は「沖縄県内の他の病院
を調べれば、誤って食べたアレルギー患者はもっと多くなるはず。食品アレルギーのある県外の人は注意が
必要」と話している。

デイサービスの給付費、過去最高の1.4兆円 5年間で1.5倍に増加
（2016年6月16日官庁通信社）

厚生労働省が13日に公表した「介護保険事業状況報告」によると、2014年度のデイサービスの給付費は1兆
4477億円に達していた。前年度から1076億円の増加。9316億円だった5年前の2009年度と比べると、およそ1.5
倍（5161億円増）に膨らんでいる。
平成26年度介護保険事業状況報告（年報）
デイの給付費のスケールは、特別養護老人ホーム（1兆4678億円）とほぼ同じ。訪問介護（8083億円）や居宅介
護支援（4506億円）、通所リハビリテーション（4272億円）など、他の居宅サービスよりかなり大きい。
今回の「事業状況報告」は、年度単位の確定値としては最新のデータ。それによると、2014年度の介護保険全
体の給付費は8兆9005億円。このうち、デイは16.2％を占めている。デイの要介護度別の内訳は、要介護2以下
が60.7%の8798億円、要介護3以上が5679億円だった。 利用者の自己負担なども含めたデイの「費用額」は、1
兆6065億円。累計の利用者数は2117万人で、このうち75.2％が要介護2以下となっている。 他のサービスの給
付費をみると、老人保健施設が1兆1080億円、認知症グループホームが5404億円、ショートステイが3591億円、
福祉用具貸与が2439億円、小規模多機能型居宅介護が1734億円などと報告されている。


